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◇今月号の特集r地震と地盤｣の企画は,ロマプリｰタ

地震の直後からスタｰトし,10ヵ月後の今月このよう

な形で結実しました､ご協力頂いた皆様に,まず厚く

お礼申し上げます.8月号にセットしたのは,執筆し

て下さる方々のご部合と9月1日の防災の日を考慮し

たからです.5月末の原稿締切日までには,ほとんど

全ての原稿が揃い,6月には編集作業に着手すること

が出来ました.多忙なポジツヨソにおられる執筆者が

多かっただけに,企画･編集に当たった者として感謝

の念に堪えません.

◇表紙とグラビアは,米国地質調査所(U.S.Geo1ogica1

Survey)から提供された写真と資料をもとに構成しま

した.関係者に厚くお礼申し上げます.Men1oPark

のDr.Gera1dK.Czamanske,Dr,Wi11iamJ.Keith

およびDr.JohnK.Nakataの3氏には特にお世話

になり,また当所の石原舜三所長には写真の入手に当

たってご尽力頂きました.印刷までの時間的制約か

ら,原稿作成とレイアウトを筆者が担当しました.

◇企画段階の人選や原稿依頼では,環境地質部前部長の

小野晃司氏にもご協力頂きました.

◇紙数が限られていたため,執筆頂いた方にはご迷惑を

おかけしました.関東地震70年目の1993年には,もっ

と余裕のある誌面で,同様の特集を組みたいと思いま

す.

◇ロマプリｰタ地震による高速道路の崩壊現場では,車

の後部座席にいて助かった赤ちゃんを救出するため

に,運転席で既に死亡していた親の遺体もろとも車体

を切断しなけれぼたらず,救助隊員の中には精神に異

常を来す者もあったという(ロマ･プリｰタ地震東京

都調査団報告書,169頁).同様の惨劇はこれまで数多

く繰り返されてきた.これからも起こるであろう.自

分自身が惨劇の当事者になる可能性だってある.これ

を書いている時,イランで何万人も死亡する地震が発

生したというニュスが飛び込んで来た.建造物の耐震

強度が異たるにしても,これらの地震災害は日本にと

っても他人事ではたい.
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地質ニュｰスに寄稿される方へ
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地球科学各分野の最近の話題･総説･解説など多

方面の原稿を募ります.

原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

×18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20-25行程度として下さい.

句読点･引用符などもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1ぺ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらにつ

げる説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明なも

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント

版の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズのものに限ります.

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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